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各国の経済発展や革新的な技術の登場、
人々の価値観の変化など、ここ数年で
社会の様相は大きく変わった。国際協
力も同じく、新たな在り方が求められ
ている。そんな変化の激しい世界で活
躍する人たちの考えや思いに触れ、自
らの歩みを進めよう。

写真：世界銀行
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国
際
協
力
の
世
界

より良い社会を築くには、さまざまな側面から変革に取り組む必要
がある。都市開発やインフラ整備などの「ハード系」の分野、教育、
金融などの「ソフト系」の分野、さらには、平和構築のようなすべ
ての分野にわたり考慮される「横ぐし」的な分野や情報通信技術
（ICT）のようなすべての分野に活用できる分野など、国際協力の
取り組みは多種多様だ。ここでは17分野の課題を紹介する。



新
し
い
国
際
協
力
の
形
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日
本
の
外
国
人
支
援
も
一
つ
の
潮
流
に

　

国
際
協
力
の
形
は
多
様
化
・
多
領
域
化

し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
き
く
、「
フ

ィ
ー
ル
ド
」
と
「
事
業
形
態
」
と
い
う
２

つ
の
軸
で
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ィ

ー
ル
ド
の
軸
で
は
「
海
外
（
開
発
途
上

国
）」
と
「
日
本
」
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
、

事
業
形
態
の
軸
で
は
「
公
共
」
と
「
ビ
ジ

ネ
ス
」
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
と
、「
海
外
・
公
共
」「
日
本
・

公
共
」「
海
外
・
ビ
ジ
ネ
ス
」「
日
本
・
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
い
う
四
つ
の
領
域
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
領
域
で
の
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
要
素
と
し
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

が
大
き
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
従
来
の
国
際
協
力
の
中
心

と
な
っ
て
き
た
の
は
、
図
の
上
部
に
当
た

る
「
海
外
・
公
共
」
と
「
日
本
・
公
共
」

だ
。「
海
外
・
公
共
」
で
は
、
先
進
国
な

ど
が
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
て
、
も
し
く
は
国
際

機
関
が
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
社
会

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
日

本
・
公
共
」
で
も
、
主
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用

し
て
、
途
上
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

人
材
を
日
本
へ
招
い
て
日
本
の
技
術
や
ス

キ
ル
を
伝
え
る
研
修
を
実
施
す
る
他
、
各

国
の
リ
ー
ダ
ー
候
補
生
た
ち
を
留
学
生
と

し
て
受
け
入
れ
、
日
本
の
大
学
・
大
学
院

で
学
位
を
取
得
す
る
機
会
を
与
え
、
日
本

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
相
互
理
解
を
促
進
で

き
る
人
材
は
少
な
い
。
そ
こ
で
今
、
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
海
外
協
力
隊
経
験
者

と
い
っ
た
国
際
協
力
の
経
験
を
持
つ
人
材

だ
。
２
０
２
０
年
７
月
14
日
の
第
８
回
外

国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
に
関
す
る
閣
僚

会
議
で
改
訂
さ
れ
た
「
外
国
人
材
の
受
入

れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」
に

は
、
海
外
協
力
隊
経
験
者
な
ど
の
人
材
の

リ
ク
ル
ー
ト
な
ど
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
な
か
、
こ
う
し
た
日

本
の
課
題
の
解
決
を
通
じ
た
国
際
協
力
も
、

一
つ
の
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
拡
大
が
企
業
を
後
押
し

　

世
界
に
は
紛
争
や
難
民
問
題
、
自
然

災
害
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
「
誰
も

取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を
実
現
す
る
上
で
、

ど
う
し
て
も
民
間
だ
け
で
は
解
決
が
難
し

い
課
題
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
今
年
、
世

界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
も
そ
の
一
つ
だ
。
そ
う
し
た
な

か
で
は
、
公
共
的
な
国
際
協
力
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
国
際
協
力
は
今
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
公
共
」
の
国
際

協
力
だ
け
で
は
な
い
。
大
き
な
う
ね
り
を

と
彼
ら
の
母
国
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
な
る

人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　

他
方
、「
日
本
・
公
共
」
に
お
い
て
は
昨

今
、
日
本
の
外
国
人
受
け
入
れ
や
地
域
の

国
際
化
に
関
す
る
取
り
組
み
も
増
え
つ
つ

あ
る
。
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
企

業
な
ど
で
外
国
人
材
を
一
定
期
間
受
け
入

れ
、
そ
こ
で
働
き
な
が
ら
習
得
し
た
技
術

や
ス
キ
ル
を
母
国
の
発
展
に
活
か
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
技
能
実
習
制
度

を
通
じ
て
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
技
能
実
習
生
が
単
な
る
＂人
材

不
足
の
穴
埋
め＂
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

た
り
、
劣
悪
な
労
働
環
境
に
置
か
れ
た
り

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
４
月

に
は
出
入
国
管
理
法
の
改
正
で
「
特
定
技

能
」
と
い
う
新
た
な
在
留
資
格
も
設
け
ら

れ
、
日
本
の
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
は
今

後
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
伴
い
、
現
在
、
日
本

で
暮
ら
す
外
国
人
を
＂労
働
者＂
と
し
て

だ
け
で
な
く
＂生
活
者＂
と
し
て
受
け
入

れ
、
日
本
を
多
文
化
共
生
社
会
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
と

は
い
え
、
共
生
社
会
を
ど
う
実
現
し
て
い

け
ば
い
い
の
か
。
特
に
日
本
の
地
方
に
は
、

言
語
や
文
化
、
習
慣
な
ど
異
な
る
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

持続可能な開発目標（SDGs）の登場により、社会課題の解決へ
の貢献が企業の評価・収益の向上につながる時代が到来しつつあ
る。ESG投資などがその顕著な例だろう。そうしたなかで、固定観
念にとらわれない国際協力の形を模索する動きが増えている。政
府開発援助（ODA）の担い手となってきた開発コンサルティング
業界も、こうした潮流を自らに引き寄せようと改革に乗り出した。

固定概念にとらわれない新たな形の創造を

国際協力の
担い手に
求められる変化


